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ABSTRAK 

 

Dyan Wulandari. 2025. Analisis Tahap Kedukaan yang Dialami oleh Yusuke 

Kafuku dan Misaki Watari dalam Film Drive My Car Karya Ryusuke Hamaguchi 

(Kajian Psikologi Sastra). Skripsi. Prodi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas 

Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta.  

 

Penelitian ini menganalisis tentang tahap kedukaan yang dialami oleh Yusuke 

Kafuku dan Misaki Watari dalam film berjudul Drive My Car. Penelitian ini 

memiliki tujuan untuk mendeskripsikan tahapan kedukaan yang dialami oleh 

Kafuku dan Watari, serta untuk mengetahui faktor-faktor yang menjadi pembeda 

dari tahap kedukaan yang dijalani oleh keduanya. Penelitian ini menarik dan 

penting untuk dianalisis lebih lanjut karena setiap individu pasti pernah dan akan 

mengalami kedukaan, namun yang membedakan adalah cara setiap individu dalam 

menyadari, memahami, dan menangani kedukaannya. Teori yang digunakan dalam 

penelitian ini yaitu teori five stages of grief (lima tahap kedukaan) dan mise en scène 

sebagai pendukung untuk menganalisis unsur sinematik film dalam penggambaran 

emosi tokoh. Metode yang digunakan dalam penelitian ini yaitu metode kualitatif, 

dikarenakan data yang dikumpulkan berasal dari film yang terdiri dari kata atau 

kalimat dan gambar. Hasil dari penelitian ini ditemukan bahwa Yusuke Kafuku 

mengalami seluruh tahap kedukaan namun dengan pola yang tidak linier. Tahapan 

yang dilalui tersebut antara lain yaitu, tahap denial (penolakan), anger (marah) dan 

depression (depresi) yang saling bertumpang tindih, bargaining (tawar-menawar), 

dan acceptance (penerimaan). Di sisi lain, Misaki Watari hanya melalui dua tahap 

kedukaan, yaitu tahap depression (depresi) dan acceptance (penerimaan). Terdapat 

faktor yang memengaruhi perbedaan pola kedukaan Kafuku dan Watari, antara lain 

yaitu, regrets (penyesalan), secrets (rahasia), control (kendali), multiple losses 

(kedukaan berlapis), dan sudden death (kematian mendadak). Penelitian ini 

diharapkan dapat membantu mansyarakat tentang kedukaan yang dialami oleh 

setiap individu beserta tahap-tahapnya, sehingga dapat memahami akan kedukaan 

yang dialamin oleh dirinya sendiri dan orang di sekitarnya.  

 

Kata kunci:  tahap kedukaan, faktor tahap kedukaan, mise en scene, Drive My Car
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ABSTRACT 

 

Dyan Wulandari. 2025. Analysis of the Stages of Grief Experienced by Yusuke 

Kafuku and Misaki Watari in Ryusuke Hamaguchi’s Film Drive My Car (A 

Psychology of Literature Study). Thesis. Japanese Language Education Program. 

Faculty of Language and Arts. Jakarta State University. 

 

This study analyzes the stages of grief experienced by Yusuke Kafuku and Misaki 

Watari in the film Drive My Car. The purpose of this study is to describe the stages 

of grief experienced by Kafuku and Watari, as well as to identify the factors that 

differentiate the stages of grief experienced by the two. This study is interesting and 

important to analyze further because every individual has experienced and will 

experience grief, but what distinguishes them is how each individual realizes, 

understands, and deals with their grief. The theories used in this study are the five 

stages of grief theory and mise en scène as a supporting framework for analyzing 

the cinematic elements of the film in depicting the characters' emotions. The method 

used in this study is qualitative, as the data collected comes from a film consisting 

of words, sentences, and images. The results of this study found that Yusuke Kafuku 

experienced all stages of grief but in a non-linear pattern. The stages he went 

through included denial, anger and depression, which overlapped, bargaining, and 

acceptance. On the other hand, Misaki Watari only went through two stages of grief, 

namely depression and acceptance. There are factors influencing the differences in 

Kafuku and Watari's grief patterns, including regrets, secrets, control, multiple 

losses, and sudden death. This study is expected to help society understand the grief 

experienced by each individual and its stages, so that they can comprehend the grief 

they themselves and those around them are experiencing. 

 

Keywords: stages of grief, factors influencing grief stages, mise en scène, Drive My 

Car
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「ドライブ・マイ・カー」における家福悠介と渡利みさきの悲嘆の段階分

析 

（文学心理学の研究） 

ジャカルタ国立大学 

Dyan Wulandari 

dyanwulandari953@gmail.com 

 

概要 

 

A. 背景 

      文学は、現実の要素を含む、口頭および文書語の両方の形で著者によ

って作成された想像力豊かな芸術作品である。文学作品には、物語を展開

する作者によって創造されたキャラクターが存在する。したがって、登場

人物によって展開される作品として、文学には多くの心理的要素が含まれ

ている（Siswanto & Roekhan、2015）。 

      感情は心理的要素の一部である。感情は文学作品をより生き生きと見

せる重要な要素である。文学作品には含まれる感情の一つに悲嘆の感情が

ある。悲嘆は大切なもの失ったときに人間の自然な反応である。例えば、

大切な人を亡くしたときの悲嘆である (Minderop, 2011)。 

      悲嘆の感情を説明し理解するために人気のあるモデルがある。それは、

Elisabeth Kübler-Ross (2014) によって述べられた「悲嘆の 5 段階」(five 

stages of grief) モデルである。このモデルにおける悲嘆の段階は、否認 

(denial)、怒り (anger)、駆け引き (bargaining)、抑うつ症 (depression)、受容 

(acceptance) である。 

      しかし、この悲嘆の 5 段階のモデルは、感情を無理やり順番通りに整

理するためのものではない。なぜなら、悲嘆は個人ごとに異なり、唯一無

二のものだからである。つまり、同じ亡くす経験をしても、特有の悲嘆は

存在しないのである（Kübler-Ross & Kessler, 2014）。個々の悲嘆の段階が

異なる要因には、悲嘆の内面世界 (inner world of grief)、外面世界 (outer 

world of grief)、特定の状況 (specifics circumstance) という 3つの要因がある。 

mailto:dyanwulandari953@gmail.com


 

xv 

 

      悲嘆の段階に関する研究は興味深いものであり、今後もさらに深く研

究にとって重要である。なぜなら、誰もが人生の中で悲嘆を経験するが、

これからも悲嘆を経験するからである。しかし、受容に向けたプロセスと

は別に、個人が自分の悲嘆を認識し、対処する方法が異なるからである。 

      本研究では、濱口竜介監督の映画『ドライブ・マイ・カー』をデータ

ソースとして、悲嘆の段階を分析する。  『ドライブ・マイ・カー』は、

家福悠介と渡利みさきが過去の悲嘆に向き合う感情的な旅を描いた作品で

ある。家福は俳優と監督であり、妻の音さんの浮気と死の現実を受け入れ

られないである。妻の浮気と死後、家福は否定、怒り、抑うつ症、駆け引

き、そして渡利という専属ドライバーの存在により受容に至るまでの悲嘆

の段階を経験する。一方、地すべりで母親を失った渡利は、異なる悲嘆の

過程を経験し、否定や怒り、駆け引きの段階を経ずに、直接抑うつ症段階

に飛び込み、最終的に受容の段階に達する。家福と渡利の関係は、当初は

ぎごちなく距離があったものの、徐々に互いを癒す感情的なつながりに変

化し、最終的に二人は亡くすと向き合い、過去と和解するようになる。 

      『ドライブ・マイ・カー』という映画における悲嘆の段階を分析する

ためには、前述したように Elisabeth Kübler-Ross 悲嘆の 5 段階の理論と、

登場人物の表情や動きなど対話以外の要素を分析するための支援として

「ミジャン・シーン」(mise en scène) 理論が用いられている。 

      ミゼ・アン・シーンは、映画制作における技術の一つで、シーンの背

景となるセッチング、キャラクターの表情を支援する衣装とメイクアップ、

観客が特定の行動に焦点を当てるのを助ける照明、そして演技：動きと表

情、つまりキャラクターの動作を通じて感情を表す要素から構成される

（Bordwell & Thompson, 2013）。 

 

B. 問題提供 

      前述の背景に基づき、本研究で調査する問題は以下の通りである。 

1. 家福悠介と渡利みさきが経験した悲嘆の段階はどうだろうか。 

2. 家福悠介と渡利みさきの悲嘆の段階にある違い要因は何だろうか。 

 

C. 結果と検討 

      家福悠介は悲嘆のすべての段階を経する。しかし、その段階はかなり

混乱しており、直線的ではない。特定の段階では繰り返しが発生する。 
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      家福さんは、妻の音さんが高槻さんと浮気にあることを知った後、否

定の段階を経験する。その後、音さんから愛の告白を聞いたことで怒りの

段階に入る。音さんが仕事の後で何かを話したいと頼んだ時、彼は再び否

定の段階に戻る。しかし、その夜、仕事から帰ってくると、音さんは突然

亡くなっている。そのことが彼を再び怒りの段階に戻し、抑うつ症段階と

重なり合う。 

      徐々に、家福さんは「駆け引き」の段階に入り、後悔を吐露し、もし

も早く帰宅していれば音さんと再会できたかもしれないと想像する。しか

し、状況を変えるために何もできなかったと気づき、再び「抑うつ症」の

段階に戻る。しかし、渡利さんの助言と抱擁により、彼は徐々に「受容」

の段階に入り、新しい人生の信頼を築き、再び人生を続けるための力を得

る。 

      一方、広島時代に加福雄介の専属運転手だった渡利美咲も、母親を地

すべりで亡くした後、悲嘆の段階を経る。 

      抑うつ症の段階では、渡はいつも一人でいるか、人ごみを避けている。

それだけでなく、母を助けたり、母のために助けを求めたりすることを選

ばなかった自分を、母を殺した犯人としていつも責めている。しかし、す

べてが起こった故郷に戻ると、母に関する過去や母との唯一の美しい出来

事をすべて打ち明け、徐々に受容の段階に入っている。 

      次は家福悠介と渡利みさきが経験した悲嘆の段階と、その段階を引き

起こした要因の分析表である。 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

1 否定の段階 

 

秘密 

2 否定の段階 

 

コントロール 



 

xvii 

 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

3 怒りの段階 

① ありがとう。 

②  
 

 
 

秘密 

4 否定の段階 
もちろん。なんでわざわざそん

なこと聞くの？ 
コントロール 

5 怒りの段階 

 

 
 

 
 

複数の損失と突

然死 

6 
抑うつ症の段

階 

① 申し訳ないんだけど。僕

はまだドライバーを君に

頼むことに同意してな

い。 

② やっぱり自分で運転しま

す。申し訳ない。 

③ 僕はそんなこと気にして

ない。この車は結構古い

癖もある。慣れてないと

難しいと思う。 

服と持ち物 



 

xviii 

 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

7 怒りの段階 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

脅す 

8 怒りの段階 

 

 
 

 
 

脅す 

9 
抑うつ症の段

階 

 

 
 

隔離 



 

xix 

 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

 

10 怒りの段階 

① 君はこう考えてる。「僕た

ちは同じ悲しみを共有し

てる、同じ女を愛してか

ら」。 

② 君を音に恋をしていた。 

複数の損失 

11 怒りの段階 

① 嫉妬．．．君が？僕に？ 

 

②  
 

秘密 

12 
抑うつ症の段

階 

① チェーホフは恐ろしい。 

② 彼のテキストを口にする

と、自分自身が引きずり

出される。 

複数の損失 

13 
抑うつ症の段

階 

① それでも、僕は彼女の愛

情を疑ったことはないん

だ。疑いようがなかっ

た。音がすごく自然に僕

を愛しながら、僕を裏切

っていた。僕たち確かに

誰よりも深く繋がってい

た。それでも、彼女の中

に僕が覗きこむことがで

きないとすごい渦みたい

な場所があった。 

コントロール 



 

xx 

 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

② 僕が一番恐れていたの

は、音を失うことだっ

た。僕が気づいているこ

とを知ったら、僕たちは

同じ形ではいられなかっ

た。 

14 
抑うつ症の段

階 

① 僕は無理です。 

② ユンスさん．．．なんでそ

んな話を今するんです

か。僕はできません。 

③ ．．．考える時間をくださ

い。 

涙 

15 
駆け引きの段

階 

もしほんの少しでも早く帰って

いたら、そう考えない日 はな

い。 

後悔、脅す、非 

16 
抑うつ症の段

階 

君は母を殺し、僕は妻を殺し

た。 
非 

17 
抑うつ症の段

階 

僕は正しく傷つくべきだった。

本当やりすごしてしまった。僕

は深く傷ついていた。記憶ばか

りに。でも、だから、それを見

ないふりをし続けた。自分自身

に耳を傾けなかった。だから僕

は音を失ってしまった。永遠

に．．． 

後悔 



 

xxi 

 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

18 
駆け引きの段

階 

僕は音に会いたい。あったら怒

鳴りつけたい。責め立てたい。

僕に嘘をつき続けたこと。謝り

たい。僕が耳を傾けなかったこ

と。僕が強くなかったこと。帰

ってきてほしい。生きてほし

い。もう一度だけ話したい。音

に会いたい。 

後悔 

19 
抑うつの症段

階 

でも、もう遅い。取り返しがつ

かないんだ。どうしようもな

い 。 

後悔 

20 

受容の段階 

生き残ったものを死んだ者のこ

とを考え続け、どんな形であ

る。それがずっと続く。僕や君

は、そうやって生きていかなく

ちゃいけない。生きていかなく

ちゃ。大丈夫。僕たちはきっ

と。大丈夫だ。 

ストーリーと人

人生の所信 

21 

 

 
 

 
 

人生の所信 

22 

 

人生の所信 



 

xxii 

 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

 

23 

 

精神的な休息 

 

渡利みさきの悲嘆の段階 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

1 

抑うつ症の段

階 

それを気にしないで大丈夫で

す。 
隔離 

2 

 

隔離 

3 

① 私、母を殺したんです。 

② 私の母が中に残っている

ことを知っていました。

なぜ助けを呼ばなかった

のか助けに行かなかった

のか。分かりません。母

を憎んだけど、それだけ

ではなかったので。 

③ この方傷は、その事故の

時についたものです。手

術をすればもっと目立く

非 



 

xxiii 

 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

できると言われました。

でも消す気になりませ

ん。 

4 

受容の段階 

母が本当に精神の病だったの

か、私を繋ぎとめておくため演

技をしていたのか、わかりませ

ん。ただ、仮に演じていたとし

ても、それは心の底からのもの

でした。Sachi になることは母に

とって、地獄みたいな現実を生

き抜くすべだったんだと思いま

す。 

ストーリー 

5 

 

 
 

 
 

人生の所信 

6 

 

 
 

 
 

人生の所信 



 

xxiv 

 

番 悲嘆の段階 データ 要因 

7 

 

 
 

 
 

閉鎖    

 

D. 結論 

      結果と検討に基づいて、次のように結論付けることができる。 

1. 家福悠介が全て悲嘆の段階を経験した。しかし、その段階が直線的

ではないということである。具体的には、「否定の段階」、「怒りの

段階」と「抑うつ症の段階」が重なり合い、「駆け引きの段階」、そ

して「受容の段階」へと進んでいる。次には、渡利みさきが全て悲

嘆の段階を経験しない。二つの段階のみを経験している。具体的に

は、「抑うつの段階」と「受容の段階」を経験している。 

2. 家福悠介と渡利みさきの悲嘆の段階にある違い要因は、「後悔」、

「秘密」、「コントロール」、「複数の損失」、「突然死」である。


